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24 GeV/c 陽子を銅標的に照射し生成した中性子を，ビーム軸に対して 90 度方向の鉄およびコンクリートを

透過した後に，有機液体シンチレータにより測定した。中性子の検出器への入射方向が応答関数に与える

影響について検討を行い，アンフォールディング法を用いて中性子エネルギースペクトルを導出した。 
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1. 緒言 欧州原子核研究機構 (CERN) の高エネルギー加速器混合粒子場 (CHARM) において，中性子

エネルギースペクトルの測定を CERN より依頼を受け，実験を開始した。本報告では遮蔽透過後の中性子

のエネルギースペクトルを有機液体シンチレータ (NE213)とアンフォールディング法により測定した手法

について報告する。 

2. 実験および解析 24 GeV/c 陽子を φ8.0×50.0 cm3の銅標的に照射した。中性子検出器である φ12.7×12.7 

cm
3の NE213を，標的中心からビーム軸に対して 90度方向に設置した。標的と検出器との間には，遮蔽と

して厚さ 80 cmの鉄，240 cmのコンクリートがある。得られたデータを，荷電粒子事象の除去，波形弁別

による中性子事象の抽出，エネルギー校正して光出力分

布を得た。RooUnfold コードのベイズ法モード[1]で，

SCINFUL-QMDコード[2]によって計算された応答関数と

光出力分布から中性子エネルギースペクトルを導出した。

中性子の入射位置・方向の異なる 3 種類の応答関数 (入

射位置を NE213 平面上面積当たり一様とし，方向を

NE213 に対して等方とした場合を 2π，方向を NE213平面

に対して垂直とした場合を w=1。位置及び方向をモンテ

カルロコードによる粒子輸送計算結果に従って分布を持

たせた場合を Simulated) を用いて結果を得た。 

3. 結果 図 1 に 3 種類の応答関数による結果を示す。

エネルギースペクトルの形状に大きな違いはないが，絶

対値に 2 倍程度の違いが生じた。 
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図 1 測定した中性子エネルギースペクトル 
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